
世界の三大珍味として知られる、トリュフの1種である。子実体は径1.5-4cmで、塊状から球状。表面は黒

褐色で、高さ約1mmのいぼ状突起が密に被う。断面は類白色から帯黄色で、大理石模様がみられる。秋
から冬、外生菌根性の広葉樹林内の地中、まれに地表に発生し、周囲の樹木と外生菌根を形成する。胞子
は長楕円体で、長い針状突起を有する。

ヒマラヤ周辺に分布するが、近年国内の関東以西で分
布が確認されている。本県の発生地はきわめて限定さ
れている。

発生地の保全。

調

写真提供：平山吉澄

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

姫路市、相生市

■ 国内分布

神奈川県、三重県、京都府、兵庫県、他

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

セイヨウショウロタケ科

兵庫県ランク…イボセイヨウショウロ
環境省ランク… －Tuber  indicum  Cooke & Massee


